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今回は当院の理学療法室にあります Functional Reach テストと重心動揺計を紹介します。 

これらはバランス機能・能力に対する検査機器であり、多くの患者様に実施しています。 

主観的な検査だけでなく、数値化できる検査機器を使用することで効果判定が客観的に可能とな

ります。最新医療機器を使用し、理学療法を実施することで患者様によりよいサービスを提供してい

きたいと考えています。 

 

【FR】 目的：動的姿勢コントロールの評価。繰り返し転倒することの危険性を把握し、経時的な臨

床的変化を評価する。 

 

             

 

 

 

 

数値を確認し、 

立位バランスをチェックします。 

年齢別に参考数値と比較し、 

バランス能力の評価に使用します。 



【重心動揺計】 

 直立姿勢に現われる身体動揺を重心の動揺として捉え、記録・分析して身体平衡の維持に働く

系や中枢神経系の機能を検査するものです。 

 

＜測定風景＞              ＜マットスキャン＞ 

    

 

＜記録用紙・検査データ＞ 

 

 

＜重心動揺の参考値データ＞ 
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検査結果にて得られた測定数値・重心

の位置や足底圧などをプリントアウト

し、平均数値と比較します。 

平均数値とどのくらい差があるのか。

どういう方向に転倒しやすいか。 

また、どういうバランスのとり方をされ

ているのかなどをご説明させて頂き、

理学療法評価の一手段として使用して

います。 


